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技術の名称 流動化処理工法（再利用、分級）  

概  要 

津波堆積土砂を有効利用する方法。  

津波堆積土砂にはガレキ、雑物を多く含んでいる他、細粒分を多く含  

み、このままでは締め固めに適さず、このままでは埋め戻し材料への  

利用ができないことから、流動化処理土工法を用い、適した材料に変  

え、有効利用を図る技術である。  

技術登録等 特許第 2756112 号、4482411 号など（㈱流動化処理工法総合管理）  

技術の概要 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

次頁 

あり 

１．基本的な考え方  

 1-1 津波堆積土砂で流動化処理土を製造し、埋め戻しなどに利用。  

 1-2 製造段階では篩い分け工程があり、ある程度の分類が可能。  

 ※ 本件では雑物分級のための付加ｼｽﾃﾑが必要となる可能性（実現は 

   可能）  

２．対象津波堆積物土砂 

   粘性土などの細粒分を含んだ（締め固めに適さない）堆積土砂  

３．本技術を活用するための設備や方法等（機械設備や添加材料など） 

  3-1 土砂が細粒分を多く含む場合  

     

 

 

 

 

   3-2 土砂が砂礫質を多く含む場合  

     

 

 

 

 

 

  ※ 解泥工程で泥水を作液する過程で木片などの雑物を取り除く  

     可能性。  
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技術の概要 

（つづき） 

４．本技術を活用し、得られた目的物の性状等  

  配合により、性状、強度は変えられる。  

  4-1 一軸圧縮強さ  qu ： 300～2000ｋN/ｍ2 

  4-2 透水係数  ｋ      ： 10-6～10-7cm/s 

  4-3 単位体積重量γｔ  ： 1.3～1.5ｔ/ｍ3 

  4-4 流動性（フロ－値  JHS A313） ： 160mm 以上 

 

５．利用先・用途(実績等) 

  各種ライフライン（埋設管、電力管）等の埋設物の埋戻し  

    ● 大型地下構造物の埋戻し  ● 地下鉄インバ－ト  

    ● 盛土工の補助的工法として  ● 陥没箇所、空洞への充填  

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 


